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第５章　複数校指導モデルの事例詳細	

本章では、複数校指導を行う学校の取組事例を紹介する。

事例 型 事例の要点

A ①実地型
（複数校兼務）

◦	�情報教育の質の向上が求められている状況を受け、教科「情報」に対す
る専門性・指導力の向上を目指して、教員自らが複数校指導を担当する
ことを希望した。

◦	�教育支援ツールを活用することで学校間の教材・情報連携を効率化して
いる。

◦	�生徒は高い指導力のある教員の授業を受けることができ、情報への興味・
関心が向上している。

B ②実地型
（全日制・定時制兼務）

◦	�より質の高い教育の提供を目指し、複数校指導により全日制課程・定時
制課程双方でのティーム・ティーチングを実現している。

◦	�複数校指導担当教員は全日制課程・定時制課程の幅広い生徒への指導を
通じて、自身の指導力の向上を実感している。

C ②実地型
（全日制・定時制兼務）

◦	�教科「情報」の免許保有教員が非常勤講師も含めて確保しにくい状況の
中、複数校指導により教科「情報」の免許保有教員が定時制課程を兼務
することで、定時制課程の授業の質を担保している。

◦	�兼務日の複数校指導担当教員の始業時間を遅らせることで、勤務時間内
で兼務校授業を実施している。

◦	�複数校指導担当教員にとっても全日制課程・定時制課程の幅広い生徒へ
の指導を実施する中で刺激を受けていることが、複数校指導の原動力と
なっている。

D ①実地型（複数校兼務）と
③遠隔型の併用

◦	�遠隔授業と実地授業を交互に実施することで、授業の質を担保しながら
実地授業に伴って発生する移動時間を軽減している。

◦	�本務校・兼務校間の距離が近いこともあり、学級担任と複数校指導を両
立している。

◦	�複数校指導担当教員は他校の生徒への指導を通じて、指導力の向上を実
感している。

E ③遠隔型
（スタジオからの配信）

◦	�情報の専門性・高い指導力のある教員の授業を配信することで、教員が
不足する地方の学校の生徒に対しても質の高い授業機会を提供してい
る。

◦	�複数校指導担当教員は、通信制高校へ配属し遠隔授業に専念できる体制
とすることで、遠隔授業に伴って大きく増加する授業準備、教材研究の
時間を確保している。

◦	�複数校指導担当教員にとって、遠隔型での学びを最大化するための教材
研究は難しい課題であり、試行錯誤しながら生徒の興味・関心の向上等
の手応えを感じることでやりがいを実感している。

表 41：本書で取り上げる事例一覧
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１　事例A）①実地型（複数校兼務）で複数校指導を行うA校
（1）	複数校指導を担当する教員のプロフィール

項目 複数校指導担当教員の状況

持ち授業時数
（１週間当たり）

合計 12時間

本務
６時間（１年 「社会と情報」）

２時間（１年 「情報課題研究」）

兼務 ４時間（２年 「社会と情報」）

学級担任 副担任

部活動 吹奏楽部（副顧問）、情報部（副顧問）

主な校務 教務部、情報コース主任、ネットワーク管理者

表 42：事例A複数校指導を担当する教員のプロフィール

（2）	兼務の勤務形態

兼務日の兼務校での勤務時間

フルタイム 授業時のみ

兼
務
校
の
校
務
分
掌

と
し
て
の
業
務
有
無

なし

A. フルタイム・校務なし C. 授業時のみ・校務なし

複数校指導担当教員は、授業時間のみ兼務
校で授業を実施、終了後は本務校に戻って
くる。また、兼務校で校務は担っていない。

あり B. フルタイム・校務あり ―

表 43：事例A複数校指導担当教員の勤務形態

（3）	複数校指導担当教員に任命されたときに感じたことと現在感じていること
複数校指導担当教員自身がかねてより複数校指導を希望していた。その希望が通り複数校指導を実

施することができることになったため、前向きに受け止めている。複数校指導を希望した理由は、学
習指導要領が改訂される中で、教科「情報」に注力し、プログラミング教育を含めた教科「情報」の
専門性・指導力の向上を図ることが必要と感じたため。

教科「情報」は、生徒にとっての必要性は高く、教科「情報」の授業をよりよいものとし、複数校
指導を通してより多くの生徒に情報に対する関心を持ってもらえるようにしたいという思いを持って
いる。
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（4）	時間割編成
◆　�兼務校の授業があるのは週２日。
◆　�兼務校の授業の日は、放課後も兼務校に滞在し、質問対応を実施する。

月 火 水 木 金

HR

1 情報

2 情報

3 情報 情報 １学年部会 情報

4 移動
（15分）

移動
（15分） 情報

昼休み

5 情報 情報

6 情報 情報 情報

7 情報

放課後 質問対応 部活動指導 質問対応 部活動指導 部活動指導

凡
例

兼務校授業
移動（時間）

兼務校へ滞在兼務校：

本務校授業本務校へ滞在本務校：

表 44：事例A複数校指導担当教員の時間割（例）

（5）	複数校指導実施上の課題・改善点
◆　�本務校・兼務校間におけるコンピュータ等ICT機器を含めた学習環境の違いにより、教材の共

有が困難である。
◆　�兼務校のパソコンにプログラミング用のソフトをインストールしたいと考えたが、セキュリテ

ィ上できず、管理者権限のパスワードを確認・把握するまでに時間を要した。
◆　�本務校においては、複数校指導担当教員がネットワーク管理者であるが、兼務日においては度々

発生するネットワークトラブルに対して迅速に対応できない場合がある。
◆　�兼務校生徒の実態について事前に情報を得ることが十分にできていなかった。
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２　事例B）②実地型（全日制・定時制兼務）で複数校指導を行うB校
（1）	複数校指導を担当する教員のプロフィール

項目 複数校指導担当教員の状況

持ち授業時数
（１週間当たり）

合計
16時間
12時間（65分授業）
４時間（45分授業）

本務 12時間（65分授業）：
ティーム・ティーチング（主担当６時間、副担当６時間）

兼務 ４時間（45分授業）：
ティーム・ティーチング（主担当２時間、副担当２時間）

学級担任 副担任

部活動 バレーボール部（主顧問）

主な校務 学校内のネットワーク関連

表 45：事例B複数校指導を担当する教員のプロフィール

（2）	兼務の勤務形態

勤務形態 概要

a. 勤務時間シフト型

b. 時間講師型 兼務日か否かに関わらず出勤時間は変更せずに対応し、兼務校の授業
は時間講師として指導する。

表 46：事例B複数校指導担当教員の勤務形態
※�事例の自治体は勤務形態を「b.時間講師型」として、自治体の規則等により時間講師として指導

している。なお、教育職員の勤務時間については、「公立の義務教育諸学校等の教育職員を正規
の勤務時間を超えて勤務させる場合等の基準を定める政令」により定められていることから、導
入に当たっては関係法令等を踏まえて各自治体の規則に応じて対応すること。

（3）	複数校指導担当教員に任命されたときに感じたことと現在感じていること
過去にも時間講師の経験があったことから、複数校指導担当教員に任命されたことに対して大きな

驚きはなく、生徒のためになるのでやりがいがあると感じた。
全日制課程と定時制課程では生徒の実態も異なるので、生徒の実態に即した指導を実践していくこ

とが重要となる。一方の課程の生徒に合わせて試行錯誤しながら実施した指導方法を、もう一方の生
徒の指導に活用できる場合もある等、自身の指導力の向上を実感している。

今後学習指導要領が改訂されることもあり、引き続き複数校指導を担当し、教科「情報」の指導に
力を入れていきたいと考えている。
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（4）	時間割編成
◆　�兼務校の授業があるのは週３日。
◆　�複数校指導担当教員の退勤時間が遅くならないよう、兼務の授業を定時制の１時限目にできる

だけ設定するようにし、調整が難しい場合には２時限目に設定。

月 火 水 木 金

全
日
制

HR

1 情報（主）

2 情報（主） 情報（主） 情報（副）

3 情報（主） 情報（主）

4 情報（主） 情報（副） 情報（副）

昼休み

5 情報（副） 情報（副） 情報（副）

6

7

放課後 部活動指導 部活動指導 部活動指導

定
時
制

1 情報（副） 情報（主） 情報（主）

2 情報（副）

凡
例

兼務校授業兼務校へ滞在兼務校：

本務校授業本務校へ滞在本務校：
移動（時間）

表 47：事例B複数校指導担当教員の時間割（例）

（5）	複数校指導実施上の課題・改善点
◆　�複数校指導担当教員の勤務時間が長くなっている。
◆　�兼務校生徒の実態について事前に情報を得ることが十分にできていなかった。
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３　事例C）②実地型（全日制・定時制兼務）で複数校指導を行うC校
（1）	複数校指導を担当する教員のプロフィール

項目 複数校指導担当教員の状況

持ち授業時数
（１週間当たり）

合計 12時間

本務 10時間

兼務 2時間

学級担任 なし

部活動 空手道部（副顧問）

主な校務 教務主任
情報主任（システム運用管理者）

表 48：事例C複数校指導を担当する教員のプロフィール

（2）	兼務の勤務形態

勤務形態 概要

a. 勤務時間シフト型
�全日制課程が本務、定時制課程が兼務であり、兼務日（定時制授業が
ある日）の出勤時間を遅らせて、勤務時間内で兼務校の授業を行うこ
とができるようにする。

b. 時間講師型

表 49：事例C複数校指導担当教員の勤務形態
※�事例の自治体は勤務形態を「a.勤務時間シフト型」として、兼務日の出勤時間をずらしている。

なお、教育職員の勤務時間については、「公立の義務教育諸学校等の教育職員を正規の勤務時間
を超えて勤務させる場合等の基準を定める政令」により定められていることから、導入に当たっ
ては関係法令等を踏まえて各自治体の規則に応じて対応すること。

（3）	複数校指導担当教員に任命されたときに感じたことと現在感じていること
複数校指導担当教員に任命されたとき、複数校指導を担当することに対して驚きはしたが、前任で

の中高一貫校での兼務経験を活かして対応することができるという自信があった。
また管理職から、定時制の高校への教科「情報」の授業を行うことができるのは自分しかいないと

いうこと、勤務時間シフト型の勤務形態により兼務日は出勤時間を遅らせること、周囲の支援体制を
構築し繁忙期であっても早めに出勤する必要性を発生させないようにすること、の説明があったこと
も安心材料となり、複数校指導を担当することを前向きに捉えた。

全日制課程と定時制課程で生徒の実態が異なるので、基礎と応用両方を生徒の状況に応じて適切に
教えていくための教材研究をすることになるため、必然的に指導力は向上していくと考える。
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教材研究等の大変な面はあるが、より幅広い生徒と同時に関われることで、自身も刺激を受けてい
ることが、複数校指導を行う原動力となっている。

（4）	時間割編成
◆　�兼務校の授業があるのは週１日。
◆　�兼務の定時制課程の授業はできるだけ１～２時限目に設定する方針。

月 火 水 木 金

全
日
制

HR

1

2 情報 情報 情報 情報

3 情報

4 会議

昼休み

5 情報 情報 情報 情報

6 情報

7

放課後

定
時
制

1 情報

2 情報

凡
例

兼務校授業兼務校へ滞在兼務校：

本務校授業本務校へ滞在本務校：
移動（時間）

表 50：事例C複数校指導担当教員の時間割（例）

（5）	複数校指導実施上の課題・改善点
◆　�システム運用管理主任を複数校指導担当教員とは他の教員にしているが、複数校指導担当教員

が校内でシステム運用について最も精通しているため、負担がかかっている。
◆　�兼務日の勤務シフト（勤務開始時間を遅らせる）により、兼務日の業務に遅れが発生すること

がある。
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４　事例D）①実地型（複数校兼務）と③遠隔型の併用で複数校指導を行うD校

図 25：授業風景写真：配信側（左）、受信側（右）

（1）	複数校指導を担当する教員のプロフィール

項目 複数校指導担当教員の状況

持ち授業時数
（１週間当たり）

合計 14時間（LHRと総合の時間を除く）

本務
10時間（教科 「数学」）

２時間（１年 「社会と情報」）

兼務 ２時間（１年 「社会と情報」）

学級担任 担任（１年）

部活動 サッカー部（主顧問）

主な校務 ―

表 51：事例D複数校指導を担当する教員のプロフィール

（2）	兼務の勤務形態
本事例における複数校指導は、実地型の授業と遠隔型の授業を交互に実施している。

兼務日の兼務校での勤務時間

フルタイム 授業時のみ

兼
務
校
の
校
務
分
掌

と
し
て
の
業
務
有
無

なし

A. フルタイム・校務なし C. 授業時のみ・校務なし

複数校指導担当教員は、授業時間のみ兼務
校で授業を実施、終了後は本務校に戻って
くる。また、兼務校で校務は担っていない。

あり B. フルタイム・校務あり ―

表 52：事例D複数校指導担当教員の勤務形態
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（3）	複数校指導担当教員に任命されたときに感じたことと現在感じていること
複数校指導を実施することに対する戸惑いはあった。しかし実際に複数校指導を実施してみて、遠

隔指導での効果的な授業展開・コミュニケーション方法の試行錯誤や、実態等が異なる様々な生徒へ
の指導方法を考えることは、自身の大きな学びになっており、やりがいを感じている。

（4）	時間割編成
◆　�兼務日は週１日。
◆　�兼務校の授業は２～３時限目に設定。

月 火 水 木 金

HR HR HR HR HR HR

1 数学 移動※

（30分） 情報

2 数学 情報 数学 情報

3 情報

4 移動※

（30分） 数学 数学

昼休み

5 数学 総合

6 数学 数学 数学 数学

7 LHR

放課後 部活動指導 部活動指導 部活動指導 部活動指導

凡
例

兼務校授業
移動（時間）

兼務校へ滞在兼務校：

本務校授業本務校へ滞在本務校：

※移動時間は実地型で授業を行うときのみ生じる。

表 53：事例D複数校指導担当教員の時間割（例）

複数校指導担当教員の本務校・兼務校間の移動時間（片道30分ほど）及び学級担任を受け持って
いることを考慮した時間割編成である。複数校指導担当教員が本務校において、朝のHRを実施後兼
務校に移動し授業を実施する。その後、昼休み頃に本務校に戻ってくることが可能となっている。こ
のように、本務校不在時間を少なくすることで、学年担任業務への影響を小さくしている。

（5）	教材準備時の留意事項
◆　�それぞれの学校の生徒の実態等に適した教材を準備する。
◆　�遠隔授業用教材においては、以下の工夫をしている。
　　�遠隔授業時、生徒に飽きさせないようにするため、言葉の意味の確認やWeb検索の実施、

検索を踏まえた自分の考えの整理をしてもらうようなワークを導入する。
　　（実践例：個人情報保護の単元（図 26参照））
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　　－　�ある高校生のSNS投稿例（写真・テキスト）を題材に個人情報を特定することができそう
な点がどこかを考えてもらう。

　　－　�社会問題となった芸能人のSNS等での誹謗中傷の事例を検索してもらい、考えをまとめて
もらう。　等

　　�Excel等のアプリケーションの操作手順を複数校指導担当教員の画面を見せながら説明する
ものの、遠隔授業では指示がしにくく、生徒の作業の進度状況を確認することができない
ため、具体的な操作手順を写真付きで示すことで生徒が各自で進めることができるように
している。

　　�（実践例：Excelでの表計算・グラフ作成（図 27：教材例）遠隔授業用に操作手順を詳細に示
した教材参照））

　　－　�グラフを作成する際の手順を、
　　　　�　「①A1～C5セルを選択」「②「挿入　→　折れ線グラフ　→　マーカー付き折れ線グラ

フ」」「③グラフタイトルの変更」と具体的に示すとともに、マーカー付き折れ線グラフを
選択している画面写真を併記。　等
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図 26：教材例）遠隔授業用にワークを多く取り入れた教材
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図 27：教材例）遠隔授業用に操作手順を詳細に示した教材
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（6）	遠隔授業実施の概要
＜遠隔授業の実施体制＞
◆　�本務校視聴覚教室から配信している。（視聴覚教室に遠隔機器を常時セットすることで、授業

前の準備・授業後の片付けが不要となり、時間削減とトラブル発生を抑制している。）
◆　�受信側の生徒数26人、遠隔授業補助教員１人（情報免許非保有。授業時に空いている教員が

支援に入る）で授業を実施している。
　　　�遠隔授業補助教員は、固定されているのではなく、遠隔授業実施時に兼務校側で授業等が

ない教員が当たる。
　　　�また、実地授業の際には、補助教員はつかない。

＜実地授業と遠隔授業の使い分け＞
◆　�遠隔授業が連続すると生徒も緊張感がなくなってしまう印象があったため、遠隔と実地を交互

に実施している。
◆　�遠隔授業では知識を習得する時間とし、実地授業では身に付けた知識や技能を活用する時間と

して使い分けて指導している。

（7）	遠隔授業実施上の課題と対応策

課題 対応策

・�授業時間になっても相手校とつながらないト
ラブルが発生する。

・�遠隔授業の際には、兼務校で遠隔授業補助教
員を配置する必要があり、他教員の負担が増
える可能性がある。

・�つながらなかった場合に備えて自習用教材を
準備した。ただし、毎授業の内容に合わせて
作り分けることは大変なので、年間を通して
実施することができるワーク（Excel分析、
Wordでの文書作成等）を作成した。

・�遠隔授業補助教員教員を固定化せず、遠隔授
業実施時に授業等がない教員が対応するよう
にしている。

表 54：事例D遠隔授業実施上の課題と対応策

（8）	生徒評価における工夫点
兼務校の遠隔授業補助教員が実習の実施状況等の生徒の様子を伝え、提出物等を基に複数校指導担

当教員が生徒評価をしている。

（9）	授業改善に向けた取組み
兼務校の教務主任が遠隔授業補助教員として空いている時間帯に入ることもあり、授業の状況・生

徒の反応を教務主任が把握し、複数校指導担当教員にフィードバックすることで、次回の授業の設計・
進め方に活かしている。
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（10）	遠隔授業に対する生徒の声
遠隔授業を実施している生徒に対してアンケートを実施したところ、普段の授業と比べてよい・変

わらないと回答した割合は回答者（22人）の80%を超えている。
生徒からは、「普段の授業と同じように進められていた。」「（遠隔授業であったが）分かりやすかっ

た。」「遠隔授業補助教員がいることで、遠隔であっても分からないことを聞くことができた。」とい
った声が聞かれた。生徒も遠隔授業を概ね肯定的に捉えているともに、遠隔授業補助教員（机間指導）
の果たす役割が重要であることが分かる。

改善要望については、多数の生徒が「特にない」と回答している。唯一あがった改善要望の「友達
が発表したときの声が届かない。」という点についても、授業の進行上の工夫で改善可能と考えられる。

■質問「遠隔授業は普段の授業と比べてどうですか？」に対する生徒の回答

18.2% 63.6% 18.2%

よい 変わらない 悪い

89.5% 10.5%

とても楽しかった まあ楽しかった どちらでもない

あまり楽しくなかった まったく楽しくなかった

52.6% 47.4%

よくわかった 少しわかった どちらでもない
あまりわからなかった まったくわからなかった

図 28：事例D遠隔授業アンケート結果「普段の授業と比べた遠隔授業」

■生徒のコメント

内容

よかった点

・	 先生の声が聞きやすかった（多数の生徒が回答）
・	 分かりやすかった（多数の生徒が回答）
・	 先生が２人いる
・	 先生が近くにいなくても、分からないことを補助教員に聞くことができた
・	 普段の授業と同じように進められていた

改善点 ・	 特になし（多数の生徒が回答）
・	 友達が発表したときの声が届かないことがあり、授業が止まることがあった

表 55：事例D遠隔授業アンケート結果「よかった点・改善点」
　�

（11）	複数校指導実施上の課題・改善点
◆　�本務校不在時の生徒対応が迅速にできない。
◆　�兼務校生徒の実態について事前に情報を得ることが十分にできていなかった。
◆　�遠隔授業を行っている教員が周囲におらず、ノウハウを聞ける人がいないため、試行錯誤での

取組みになっている。
◆　�本務校と兼務校では生徒の実態が異なるため、同じ教材・指導方法ではうまくいかなかった。
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５　事例E）③遠隔型（スタジオからの配信）で複数校指導を行うE校

図 29：授業風景写真：配信側（左）、受信側（右）

（1）	複数校指導を担当する教員のプロフィール

項目 複数校指導担当教員の状況

持ち授業時数
（１週間当たり）

合計 ６時間

１校目 ２時間（１年 「社会と情報」）

２校目 ２時間（１年 「社会と情報」）

３校目 ２時間（１年 「社会と情報」）

学級担任 なし

部活動 なし

主な校務 通信制に所属しており、添削・面接指導が本務。

表 56：事例E複数校指導を担当する教員のプロフィール

（2）	複数校指導担当教員に任命されたときに感じたことと現在感じていること
複数校指導を遠隔で行っていくためには、教材の準備、授業の進め方等試行錯誤が必要になるが、

新しいことにも取り組みながら教科「情報」の遠隔授業の先駆者になっていくという気持ちを持って
いる。

現在は、実地での授業が一般的であり、今の教員にとって遠隔での授業は特別な指導形態かもしれ
ないが、今後、生徒たちにとっては遠隔授業が当たり前の指導形態になっていくのではないかと感じ
ている。それを先取りしていく教員として、遠隔授業に携わることができていることに対して大きな
やりがいを感じている。
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（3）	時間割編成
◆　�複数校指導担当教員の本務校が通信制高校で中心となる添削指導は時間調整の自由度が高いた

め、兼務校の時間割に合わせて編成している。

月 火 水 木 金

HR

1 添削・面接
指導

添削・面接
指導

配信のシミュ
レーション

配信のシミュ
レーション

配信のシミュ
レーション

2 添削・面接
指導

添削・面接
指導

配信のシミュ
レーション

配信のシミュ
レーション

配信のシミュ
レーション

3 添削・面接
指導

添削・面接
指導 情報 情報 情報

4 添削・面接
指導

添削・面接
指導 情報 情報 情報

昼休み

5 添削・面接
指導

添削・面接
指導

添削・面接
指導

添削・面接
指導

添削・面接
指導

6 添削・面接
指導

添削・面接
指導

添削・面接
指導

添削・面接
指導

添削・面接
指導

7

放課後

凡
例

兼務校授業配信シミュレーション兼務校：

本務校指導本務校へ滞在本務校：
移動（時間）

表 57：事例E複数校指導担当教員の時間割（例）
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（4）	遠隔授業実施の概要
　＜遠隔授業の実施体制＞
◆　�一般的な学校とは別の配信センターから授業を配信する。
◆　�担当している３校のうち、１校はプログラミング授業のみ（10時間分）を担当する。
　　�　（プログラミング授業のみを担当する兼務校は、プログラミング以外は兼務校の免許保有教

員が担当する。プログラミング授業においてはより高度な専門性が求められるため、当複数校
指導担当教員が担当している。また、当該兼務校においては、プログラミング授業の補助教員
として、ICT支援員が配置されている。）

◆　�受信側の生徒数10～20人（学校によって異なる）、遠隔授業補助教員１人（教科「情報」の
免許非保有）で授業を実施している。

　＜遠隔授業の実施時間数と使い分け＞
◆　�基本的には全て遠隔授業であるが、受信側・配信側双方の都合がよければ、最初と最後の授業

を実地で行うことがある。
　　　�初回：「年間計画の確認と評価についての説明」「授業の進め方の確認」等の導入の説明と、

教員の人柄を分かってもらうため。
　　　�最終回：全体のリフレクションと授業の区切りをつけるため。

（5）	遠隔授業実施上の課題と対応策

課題 対応策

・�生徒の学習状況がカメラ越しでは測りづらい。
・�実習の際に生徒の画面状況や手元が見えず、

指導しにくい。

・�毎授業の終わりのタイミングで、振り返りシ
ートに分かったことや分からなかったことを
記入してもらうことで、生徒の学習状況や興
味の方向性を確認。

・�全ての生徒に対してフィードバックコメント
をすることで授業の補足説明を実施している。

・�生徒の画面を遠隔で確認することが可能なツ
ールの活用を検討中。

表 58：事例E遠隔授業実施上の課題と対応策
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（6）	生徒評価における工夫点
授業中の実習、テストに加えて、毎授業終わりのタイミングで生徒に記入してもらう振り返りシー

ト（図30）を活用している。

教
員

理
解
度
、興

味
の
方
向
性

を
確
認
す
る
た
め
の
観
点
を

提
示

図 30：振り返りシート例
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（7）	授業改善に向けた取組み
上記の毎授業の終わりのタイミングで生徒に記入してもらう振り返りシート（図30）により、分

かりにくかった点や生徒の興味の方向性を確認し、次回の授業内容やコミュニケーションの仕方に反
映する。

（8）	遠隔授業に対する生徒の声
　複数校指導担当教員によるプログラミング（Python）の遠隔授業を実施した学校の生徒に対し

てアンケートを実施したところ、回答した生徒全員（19人）が楽しいと感じ、プログラミングに対
して興味を持ち、今後も学んでみたいと感じており、生徒の学習意欲向上につながっている。

■質問１「あなたはプログラミングを学習してみてどうでしたか？」

18.2% 63.6% 18.2%

よい 変わらない 悪い

89.5% 10.5%

とても楽しかった まあ楽しかった どちらでもない

あまり楽しくなかった まったく楽しくなかった

52.6% 47.4%

よくわかった 少しわかった どちらでもない
あまりわからなかった まったくわからなかった

図 31：事例E遠隔授業アンケート結果「プログラミングの楽しさ」

■質問２「プログラミングとはどのようなものかわかりましたか？」

18.2% 63.6% 18.2%

よい 変わらない 悪い

89.5% 10.5%

とても楽しかった まあ楽しかった どちらでもない

あまり楽しくなかった まったく楽しくなかった

52.6% 47.4%

よくわかった 少しわかった どちらでもない
あまりわからなかった まったくわからなかった

図 32：事例E遠隔授業アンケート結果「プログラミングの理解度」

■質問３「プログラミングの難易度はどうでしたか？」

21.1% 15.8% 52.6% 10.5%

とても簡単だった まあ簡単だった どちらでもない
少し難しかった とても難しかった

42.1% 57.9%

とても興味を持った 少し興味を持った
どちらでもない あまり興味を持てなかった
まったく興味を持てなかった

42.1% 57.9%

とてもそう思う ややそう思う どちらでもない
あまりそう思わない まったくそう思わない

図 33：事例E遠隔授業アンケート結果「プログラミングの難易度」
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■質問４「プログラミングに興味を持てましたか？」

21.1% 15.8% 52.6% 10.5%

とても簡単だった まあ簡単だった どちらでもない
少し難しかった とても難しかった

42.1% 57.9%

とても興味を持った 少し興味を持った
どちらでもない あまり興味を持てなかった
まったく興味を持てなかった

42.1% 57.9%

とてもそう思う ややそう思う どちらでもない
あまりそう思わない まったくそう思わない

図 34：事例E遠隔授業アンケート結果「プログラミングへの興味」

■質問５「今後もプログラミングを学んでみたいですか？」

21.1% 15.8% 52.6% 10.5%

とても簡単だった まあ簡単だった どちらでもない
少し難しかった とても難しかった

42.1% 57.9%

とても興味を持った 少し興味を持った
どちらでもない あまり興味を持てなかった
まったく興味を持てなかった

42.1% 57.9%

とてもそう思う ややそう思う どちらでもない
あまりそう思わない まったくそう思わない

図 35：事例E遠隔授業アンケート結果「プログラミング学習への意欲」

（9）	複数校指導実施上の課題・改善点
◆　�遠隔授業において、学校のICT環境に授業が依存する。（パソコンがなくタブレットの場合は

プログラミングのタイピングがしづらくなる、等。）
◆　�遠隔授業において、声のタイムラグが発生するが、ゆっくり話す、抑揚をつけて話す等話し方

を工夫することで、受信側・配信側双方で気にならなくなる。状況に応じた適切な間を取るこ
とができるようになる等、これまでの授業を改善するきっかけになることもある。
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